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研究成果の概要（和文）：運動器不安定症高齢者のサルコペニア発症・悪化を予測するデバイスフリーセンサー
システムを開発するうえでの基盤情報となる①身体機能②身体活動量③環境関連要因④主観的日常生活動作状況
に関するデータを収集し、相関分析による妥当性を検証することを目的に研究を進めた。当初、長期間にわたる
縦断的研究を予定していたが、コロナ禍において十分なデータ分析には至らなかったものの、5名の参加者はパ
ンデミック以前と比較して、1年間での身体機能、身体活動量、睡眠状態に大きい変化を認めなかった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to collect data on (1) physical function, (2) 
physical activity, (3) environment-related factors, and (4) subjective activities of daily living 
status, which are fundamental information in developing a device-free sensor system to predict the 
onset and deterioration of sarcopenia in elderly people with motor instability, and to verify its 
validity through correlation analysis. Although we initially planned to conduct a longitudinal study
 over a long period of time, we were unable to conduct sufficient data analysis due to the coronary 
disaster, but five participants showed no significant changes in physical function, physical 
activity, or sleep status over a one-year period compared to the pre-pandemic period.

研究分野：リハビリテーション看護
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研究成果の学術的意義や社会的意義
COVID-19の影響によりコロナフレイルが問題視される中、本研究対象者においても、身体機能、身体活動量の低
下が予測されたが、各項目の変化に有意差を認めず、活動日誌の記載内容からも通常とかわらぬ日常生活を送っ
ていることがわかった。また、睡眠状態や精神面への影響についても大きい変化を認めず良好であった。限られ
た地域ではあるが、健康教室に積極的に参加している健康意識の高い対象であったことがその要因と考えられ
る。今後、大規模前向きコホート研究で得た各種データの統合や関連性分析を行い、活用することにより、効果
のある自立支援の促進や、グローバルスタンダードな介入方法の確立と普及につながると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
高齢化が深刻化する現代社会において、筋肉減少症（サルコペニア）は世界的な健康
課題である。世界のサルコペニア罹患率は 70歳以上の人口の 20-80％、日本では約 270
万人と言われており、今後もその急増が予測される。サルコペニアについては病態解明
が十分に進んでおらず、費用対効果の観点からも、その予防による健康寿命の延伸は重
要課題であるが、エビデンスの高い疫学研究は少ない。 
これまで、運動器不安定症（MADS）高齢者に低負荷長期運動介入を実施し、身体機
能の維持や日常生活動作の改善を示してきた。これらの取り組みにおいて、身体活動量
に対する影響要因を考慮した個別支援は重要であるものの、心理的状態（Burton 1999）
や気候（Togo 2005）など、多様かつ複合的な影響要因に関する縦断的な研究報告例は
極めて少ない。一方、センサを用いた日常生活行動の観測技術は進歩しており、大量の
データ収集や分析の実現化は「高齢者見守りシステム」等への広がりをみせている。し
かしながら、コスト面、センサ装着に対する身体的・精神的負担が継続利用の困難さに
つながっており、モニタリング項目の厳選やデバイスフリー化など、負担の少ないシス
テムが熱望されている。MADS高齢者のサルコペニア発症、悪化予測、骨折予防の基盤
情報として、いつ、どこで、どのようなデータをモニタリングし、何を基準に判断すべ
きか、という影響要因の明確化は必要不可欠である。様々な影響要因の見極めが重要視
される中、各種センシング機器の発達やコストダウンの実現化によって、モニタリング
項目が厳選できれば、対象者の心身に負担をかけず、リアルタイムな日常行動センシン
グの充実が飛躍的に向上する段階にある。 

 
２．研究の目的 
本研究は、看工連携型で MADS 高齢者のサルコペニア発症・悪化を予測するデバイ
スフリーセンサシステム開発の基盤情報となるよう、①身体機能、②身体活動量、③環
境関連要因、④主観的日常生活動作状況に関する相関分析と妥当性検証を目的とする縦
断的研究である。 

 
３．研究の方法 
プレテストを実施したうえで、三重県内でリエゾンサービスを展開しているクリニッ
クにて、MADSと診断された 65歳以上の患者のうち、AWGSの診断基準によりサルコ
ペニア該当者と非該当者を各 25名選定し、身体機能データ（3項目・1回／月）と身体
活動データ（8項目・2週間毎）、主観的な生活行動状況（3項目）の変化、環境要因デ
ータ（13項目）をモニタリングする。1年間の統合データを元に、モニタリング項目の
採否検討を行ったうえで、厳選された相関関係の高いデータ項目のみを用いて、再度モ
ニタリングを実施する。1年間の統合データをもとに、モニタリング項目の妥当性を検
証、確定し、デバイスフリーセンサシステム構築に不可欠なパラメータ、および実現性
の高い活用方法を検討する。また、リエゾンサービスに関わる多職種間で、サービス拡
充に貢献するガイドラインのエビデンスについて検討する。 
 
４．研究成果 

予備調査期間を 1ヶ月間として、MADS 5 名を対象に、身体機能、身体活動量、環境
関連要因について、体組成計(In Body@)、活動量計(Motion Watch@)、環境センサ



(Omron 環境センサ@)を用いて測定し、データ分析を行った。月 1 回開催される健康
教室の参加者のうち、運動器不安定症に該当する 65 歳以上の 5 名を選定した。使用し
た機器は防水対応であるため、24 時間装着を依頼したところ、全員が 1ヶ月間 24時間
継続して活動量計を装着でき、欠損データはなかった。また 1 週間の日誌についても、
詳細な記録を得ることができた。平均年齢 74.8±4.2 歳で、2 名は骨格筋指数でサルコ
ペニアの基準をみたしていたが、歩行速度や握力を含めた判定項目ではサルコペニアと
は判定されなかった。参加者全員が活発な活動はほとんどなく、中等度レベルの活動が
1日平均 2時間 24 分 46 秒であった(Table3,4)。また、実覚醒率、睡眠効率、無体動時
間等の指標よる睡眠状況は良好であると判断された（Table5）。 
 

 

 

 
予備調査の結果をもとに、本調査の実施を開始した。当初、３ヶ月毎の測定を予定し
ていたが、COVID-19 感染拡大の影響をうけ８ヶ月間にわたり、測定中止を余儀なくさ
れたため、開始時と１年後の各項目を比較することとした。三重県内でリエゾンサービ
スを展開しているクリニックでの選定を予定していたが、健康教室を委託された病院に
変更し、パンデミック以前における研究開始時点での研究対象者として 10 名の同意が
得られていた。しかしながら、その後、教室事業の休止や再開後の人数制限が生じたこ
とから新たな研究参加者の募集が長期間難航した。そのため、5 名の参加者に関する 1
年間の身体機能、身体活動量の変化について比較することとした。また、パンデミック
による気分状態を評価するため、潜在的な気分障害の包括的評価に用いられる POMS2
をアンケート調査項目に加えた。 
対象者の平均年齢は 77.4±3.4 歳であった。1 年間の間に入院手術を受けた 1 名は、



全ての測定値で低下がみられた。別の 1 名は、両時点で BMI 値が最も低く、サルコペ
ニア予備軍と考えられた。上肢、下肢、体幹の筋肉量は「低い」と判定されたが、SMI
はカットオフ値を下回った(Table1)。 

 
活動レベルは、全対象者において両時点で 1日における最も高い活動レベルが 1時間
に満たなかった(Table2)。睡眠状況はいずれの時点においても良好であり、５つの分析
項目において、両時点での有意差は認められなかった(Figure1)。 

 

 
Covid-19 パンデミックにおけるPOMS2の 7下位尺度平均T-score を 70歳以上の女
性サンプル集団を比較したところ、全ての項目で標準的であると判定された(Figure2)。 



 
 
 COVID-19 の影響によりコロナフレイルが問題視される中、本研究対象者において
も、身体機能、身体活動量の低下が予測されたが、各項目の変化に有意差を認めず、活
動日誌の記載内容からも通常とかわらぬ日常生活を送っていることがわかった。また、
睡眠状態や精神面への影響についても大きい変化を認めず良好であった。 
本研究結果は、対象者数が少なく限定的なものであり、健康教室への参加継続を希望
しなかった方はサルコペニアの発症リスクが高い可能性がある。研究開始当初は、季節
の変化に伴う温度や湿度等の環境要因が身体活動量に影響することを考慮し、3か月毎
に測定を実施しデータを蓄積する予定であったが困難であった。 
今後 MADS 高齢者の主観的・客観的データを長期的に取得し分析を進め、サルコペ
ニア発症・悪化を予測するデバイスフリーセンサシステム開発を目指す。 
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